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経 済 ・ 金 融  情 勢 資 料              2 0 1 5 年 7 月  

• 6月16～17日の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、政策金利（0～0.25％）の現状維持を決定した。FOMC後に公表さ
れた経済・金利見通しでは、FOMCメンバー17人のうち、15人が年内に1～2回の利上げを行うとの見方を示したことが明
らかに。ただし、利上げのペースについては、3月時点の予想より緩やかなものになることも示唆された。 

• 米国の経済指標をみると、雇用統計（6月）の非農業部門雇用者数は22.3万人増と事前予測（23.3万人増）を下回ったも
のの、20万人台のペースを維持したほか、失業率は5.3％と前月から0.2ポイント改善している。賃上げ圧力はまだ十分で
はないが、雇用は堅調さを保っているとみられる。 

• 7月14～15日の日銀金融政策決定会合では、マネタリーベースが年間80兆円（14年10月にこれまでの60～70兆円から
強化）に相当するペースで増加するよう金融市場調節（長期国債、ETF、J-REIT、CP・社債などの買入れ、長期国債の平
均残存期間長期化）を行うことを軸とし、16年度前半ごろに前年比2％とした「物価安定の目標」の実現を目指す量的・質
的金融緩和（QQE）の維持が決まった。 

• 日本の経済指標をみると、日銀短観（6月調査）の大企業製造業の業況判断DIは、15と3月調査から3ポイント改善したほ
か、先行き9月も16へと改善を見込んでいる。また、機械受注（船舶・電力を除く民需）の5月分は、前月比0.6％と3ヶ月連
続で増加。ただし、5月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比▲2.1％と2ヶ月ぶりに低下し、基調判断は「一進一退」へ
下方修正された。さらに、5月の景気動向指数（確報）でも一致CIによる景気判断が「足踏み」へ下方修正されるなど、こ
のところ景気の改善傾向が一段落しているものとみられる。 

• 長期金利（新発10年国債利回り）は、海外要因などに影響され、ボラタイルな展開が続いている。6月末から7月初めにか
けては、株高などを背景に0.5％台前半まで上昇したものの、7月中旬にはギリシャ債務問題をめぐる懸念拡大や中国株
の大幅下落などを受けて「質への逃避」が進み、一時0.405％と1ヶ月ぶりの低水準となった。その後も入札の好調さなど
から、低下圧力の強い展開が続いている。 

• 日経平均株価は、国内企業業績の底堅さや先行きの景気期待などから、6月下旬には20,868円3銭と18年半ぶりの水準
を回復した。しかし、7月上旬には、ギリシャのデフォルト懸念が高まりユーロ圏離脱も意識されたほか、中国株が急落し
たことなどから下落し、2万円を割り込んだ。ただし、その後は再び上昇に転じ、7月半ばには再び2万円台を回復している。 

• ドル円相場は、7月初めには、堅調な経済指標を受けて米国の利上げ観測が強まったことから、1ドル＝123円台半ばま
でドル高・円安が進んだ。しかし、その後はギリシャ債務問題の高まりや中国株の下落などを受けてリスク回避的な円買
いの動きが強まり、120円台半ばと約2ヶ月ぶりの円高・ドル安水準となった。ただし、直近は再び円安方向に戻している。 

• 原油相場（NY市場・WTI期近）は、昨夏をピークに下落傾向となり、3月中旬には1バレル＝40ドル台前半と5年7ヶ月ぶり
の水準まで下落した。その後は米国における生産頭打ちなどを背景に60ドル前後へ持ち直す動きもみられたが、7月に
入ってからはOPEC諸国が増産に転じたこと、米石油在庫が増加したことなどで再び下落し、3ヶ月ぶりに50ドル割れと
なった。 
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• 米国金融政策：6月16～17日の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、政策金利（0～0.25％）の現状維持を決定した。
FOMC後に示された経済・金利見通しでは、FOMCメンバー17人のうち、15人が年内に1～2回の利上げを行うとの見
方を示したことが明らかになった。ただし、その後の利上げのペースについては3月時点の予想よりも緩やかなもの
になることも示唆された。（次回FOMCは7月28～29日） 

• 米国経済：雇用統計（6月）の非農業部門雇用者数は22.3万人増と事前予測（23.3万人増、ブルームバーグ社集計）
を下回ったものの、20万人台のペースを維持したほか、失業率は5.3％と前月から0.2ポイント改善している。賃上げ
圧力はまだ十分ではないが、雇用は堅調さを保っているとみられる。 

米国経済：労働市場は堅調さを保つ 
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国内経済：改善方向に一段落も 

• 日銀短観：6月調査の大企業製造業の業況判断DIは、15と3月調査から3ポイント改善した。先行き9月は16へと
改善を見込む。一方の大企業非製造業も23と3月調査から4ポイント改善したものの、先行き9月は21へと悪化を
見込む。 

• 機械受注：民間設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）の5月分は、前月比0.6％と3ヶ月連
続で増加した。4～6月期は同▲7.4％と減少が見込まれているが、これを上回る可能性が高まっている。 

• 鉱工業生産：5月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比▲2.1％と2ヶ月ぶりに低下し、基調判断は「一進一退」
へ下方修正された。ただし、製造工業生産予測調査をみると、6月は同1.5％、7月は同0.6％とともに先行きは生
産の上昇が見込まれている。 
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• 日銀金融政策：7月14～15日の日銀金融政策決定会合では、マネタリーベースが年間80兆円（14年10月にこれま
での60～70兆円から強化）に相当するペースで増加するよう金融市場調節（長期国債、ETF、J-REIT、CP・社債
などの買入れ、長期国債の平均残存期間長期化）を行うことを軸とし、16年度前半ごろに前年比2％とした「物価
安定の目標」の実現を目指す量的・質的金融緩和（QQE）の維持が決まった。 

• 長期金利（新発10年国債利回り）：海外要因などに影響され、ボラタイルな展開が続いている。6月末から7月初め
にかけては、株高などを背景に0.5％台前半まで上昇したものの、7月中旬にはギリシャ債務問題をめぐる懸念拡
大や中国株の大幅下落などを受けて「質への逃避」が進み、一時0.405％と1ヶ月ぶりの低水準となった。その後も
入札の好調さなどから、低下圧力の強い展開が続いている。 
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長期金利：海外要因に影響され、ボラティリティ上昇 
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株価：一時2万円を割り込むなど大幅下落 

• 日本株価（日経平均）：国内企業業績の底堅さなどから、6月下旬には20,868円03銭と18年半ぶりの水準を回復し
た。しかし、7月上旬には、ギリシャのデフォルト懸念が高まりユーロ圏離脱も意識されたほか、中国株が急落した
ことなどから下落し、2万円を割り込んだ。ただし、その後は再び上昇に転じ、7月半ばには再び2万円台を回復し
ている。 

• 米国株価（NYダウ平均）：6月下旬以降、ギリシャ債務問題への懸念拡大や中国株の下落、原油相場の下落など
を受けて上値の重い展開となり、7月下旬以降は17,600ドル前後での推移となっている。 
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• ドル円相場：7月初めには、堅調な経済指標を受けて米国の利上げ観測が強まったことから、1ドル＝123円台半
ばまでドル高・円安が進んだ。しかし、その後はギリシャ債務問題の高まりや中国株の下落などを受けてリスク回
避的な円買いの動きが強まり、120円台半ばと約2ヶ月ぶりの円高・ドル安水準となった。ただし、直近は再び円安
方向に戻している。 

• ユーロ円相場：6月中旬には、ユーロ圏のデフレ懸念解消や景気回復期待などから1ユーロ＝140円台半ばまで
ユーロ高・円安となった。しかし、ギリシャでは6月30日に財政支援プログラムが失効を迎え、7月5日には財政緊
縮策の是非を問う国民投票が否決されるなどの混乱が続いたことから、133円台前半と2ヶ月ぶりのユーロ安・円
高に。ただし、その後はギリシャのユーロ圏離脱回避の期待感が高まったことなどからユーロ高方向に戻してい
る。 
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原油：3ヶ月ぶりに50ドル割れ 

• 原油先物（ニューヨーク市場・ＷＴＩ期近）：昨夏をピークに下落傾向となり、3月中旬には1バレル＝40ドル台前半
と5年7ヶ月ぶりの水準となった。その後は米国における生産頭打ちなどを背景に60ドル前後へ持ち直す動きも
みられたが、7月に入ってからはOPEC諸国が増産に転じたこと、米石油在庫が増加したことなどで再び下落し、
3ヶ月ぶりに50ドル割れとなった。 

• 米エネルギー情報局（ＥIA）：7月のエネルギー見通しで、15年の原油先物（ＷＴＩ期近）価格の見通しを1バレル＝
55.51ドルに上方修正した。一方、16年の同価格の見通しを1バレル＝62.04ドルに据え置いた。 
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• 中国：国家統計局発表の製造業PMI（6月）は50.2と4ヶ月連続で景況感の節目である50を上回った。貿易統計（6月）は、輸出はわずかながら増加に
転じた一方、輸入は前年割れが続いた（それぞれ前年比1.0％、▲15.5％）。4～6月期の実質GDP成長率は前年比7.0％と、1～3月期から横ばいで、
事前予想（同6.8％）を上回った。上海株は、7月上旬にかけて35％の暴落となったが、政策発動もあり、一旦小康状態となっている。 

• インド：卸売物価指数（WPI、6月）は前年比▲2.4％と、5月（同▲2.4％）と同様の下落幅で、8ヶ月連続のマイナス。消費者物価指数（6月）は前年比
5.4％と、5月（同5.0％）から上昇率拡大。食料品価格が予想外に上昇したためで、8月の追加利下げ観測は後退している。鉱工業生産（5月）は前年
比2.7％と、4月（同3.4％）から上げ幅縮小。 

• ロシア：6月の消費者物価指数は前年比15.3％と3ヶ月連続で鈍化。6月の鉱工業生産指数は事前予想よりも下げ幅が大きく、前年比▲4.8％と、5ヶ
月連続で低下した。イラン核協議が最終合意し、制裁解除で同国の原油輸出再開の見通しから供給過剰感が増し、原油価格は下落した。これを受
け、株・ルーブル安が進行した。 

• ブラジル：6月の消費者物価指数（IPCA）は前年比8.9％と、5月から0.4ポイント上昇した。原油先物や商品価格が一段の下落となったことで、株・通
貨ともに売り優勢が続いた。 

• オーストラリア：失業率（6月）は6.0％と、5月（5.9％）から小幅上昇し、雇用者数（6月）は5月から0.73万人増（正規雇用者数が2.45万人増、非常勤雇
用者が1.72万人減）と、事前予想を上回る改善となった。豪中銀は7日、政策金利の据え置きを決定した（2.0％）。中国の景気先行きに対する不透
明感や、資源価格の一段の低下を懸念しつつ、緩和政策の効果を見極めるとした。 

BRICs+豪：景気低迷の新興・資源国 
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政府・日銀の景気判断：7月は政府、日銀ともに据え置き 

• 政府：7月の景気判断を「緩やかな回復基調が続いている」と据え置いた。 

• 日銀：7月の景気判断を「緩やかな回復を続けている」と据え置いた。 

8月
景気は、緩やかな回復基調が続いており、消費税率引上げに伴う駆け
込み需要の反動も和らぎつつある。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみ
られているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

9月
景気は、このところ一部に弱さもみられるが、緩やかな回復基調が続い
ている。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみ
られているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

10月
景気は、このところ弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続いてい
る。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動等の影響
から生産面を中心に弱めの動きがみられているが、基調的には緩やかな回
復を続けている。

11月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続い
ている。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動等の影響
から生産面を中心に弱めの動きがみられているが、基調的には緩やかな回
復を続けている。

12月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続い
ている。

わが国の景気は、基調的に緩やかな回復を続けており、消費税率引き
上げに伴う駆け込み需要の反動などの影響も全体として和らいでいる。

1月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続い
ている。

わが国の景気は、基調的に緩やかな回復を続けており、消費税率引き
上げに伴う駆け込み需要の反動などの影響も全体として和らいでいる。

2月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続い
ている。

わが国の景気は、緩やかな回復基調を続けている。

3月
景気は、企業部門に改善がみられるなど、緩やかな回復基調が続いて
いる。

わが国の景気は、緩やかな回復基調を続けている。

4月
景気は、企業部門に改善がみられるなど、緩やかな回復基調が続いて
いる。

わが国の景気は、緩やかな回復基調を続けている。

5月 景気は、緩やかな回復基調が続いている。 わが国の景気は、緩やかな回復を続けている。

6月 景気は、緩やかな回復基調が続いている。 わが国の景気は、緩やかな回復を続けている。

7月 景気は、緩やかな回復基調が続いている。 わが国の景気は、緩やかな回復を続けている。

（資料）内閣府「月例経済報告」、日銀「金融経済月報」より農中総研作成　（注）矢印は景気判断の方向を示す

年　月 政府月例経済報告 日銀金融経済月報

2015年

2014年
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内外金融市場データ 

新発

10年

国債

 利回

債先

10年物

中心

限月

金利

スワップ

レート

5年物

（円-円）

仲値

無担保

コール

翌日物

TIBOR

ユーロ

円

3ヶ月

国庫

短期

証券

3ヶ月物

TIBOR

ユーロ

円

6ヶ月

金利

先物

(利回)

中心

限月

ドル円

スポット

レート

東京

17：00

現在

ユーロ

ドル

スポット

レート

ユーロ円

スポット

レート

東京

17：00

現在

日経

平均

株価

225

TOPIX

米国

NYダウ

工業株

30

米国

ナスダック

総合

ストッ

クス

欧州

600

中国

上海総合

米国

財務省

証券

10年物

国債

利回

米国

財務省

証券

3ヶ月物

国債

利回

独国

10年物

国債

利回

NY

金

先物

期近

NY

原油

先物

WTI

期近

OPEC

原油

バス

ケット

価格

15/06/01 0.400 147.55 0.256 0.073 0.169 0.001 0.254 0.165 124.17 1.093 135.43 20,569.87 1,678.56 18,040.37 5,082.93 400.57 4,828.74 2.179 0.000 0.541 1,190.7 60.20 60.46
15/06/02 0.425 147.49 0.261 0.075 0.169 ▲ 0.003 0.254 0.165 124.63 1.115 136.46 20,543.19 1,674.21 18,011.94 5,076.52 396.45 4,910.53 2.262 0.005 0.714 1,196.3 61.26 62.26
15/06/03 0.465 147.28 0.275 0.074 0.169 ▲ 0.003 0.254 0.165 124.16 1.128 138.31 20,473.51 1,669.99 18,076.27 5,099.23 395.93 4,909.98 2.364 0.010 0.882 1,186.9 59.64 61.49
15/06/04 0.505 146.93 0.298 0.073 0.169 ▲ 0.003 0.254 0.165 124.29 1.124 139.95 20,488.19 1,673.89 17,905.58 5,059.13 392.65 4,947.10 2.307 0.010 0.838 1,177.2 58.00 59.61
15/06/05 0.480 147.01 0.294 0.075 0.169 0.002 0.254 0.165 124.71 1.111 140.61 20,460.90 1,667.06 17,849.46 5,068.46 389.00 5,023.10 2.408 0.015 0.844 1,170.1 59.13 58.61
15/06/08 0.490 146.95 0.300 0.073 0.169 0.002 0.254 0.165 125.22 1.129 139.83 20,457.19 1,661.99 17,766.55 5,021.63 385.39 5,131.88 2.382 0.010 0.879 1,175.5 58.14 59.42
15/06/09 0.450 147.31 0.284 0.074 0.169 0.002 0.254 0.165 124.54 1.128 140.63 20,096.30 1,634.37 17,764.04 5,013.87 383.87 5,113.53 2.438 0.010 0.950 1,179.5 60.14 60.27
15/06/10 0.515 146.68 0.311 0.089 0.169 0.001 0.254 0.165 122.71 1.132 139.41 20,046.36 1,628.23 18,000.40 5,076.69 390.78 5,106.04 2.484 0.015 0.981 1,188.6 61.43 62.41
15/06/11 0.535 146.31 0.338 0.074 0.169 0.001 0.254 0.170 123.54 1.126 139.14 20,382.97 1,648.88 18,039.37 5,082.51 393.00 5,121.59 2.377 0.010 0.884 1,182.5 60.77 62.14
15/06/12 0.500 146.30 0.313 0.074 0.169 0.000 0.254 0.170 123.72 1.127 138.81 20,407.08 1,651.48 17,898.84 5,051.10 389.38 5,166.35 2.392 0.005 0.834 1,181.3 59.96 61.17
15/06/15 0.505 146.34 0.313 0.073 0.169 0.000 0.254 0.170 123.52 1.128 138.77 20,387.79 1,651.92 17,791.17 5,029.97 383.02 5,062.99 2.356 0.005 0.825 1,188.0 59.52 60.17
15/06/16 0.495 146.42 0.309 0.073 0.169 0.000 0.254 0.160 123.49 1.125 139.46 20,257.94 1,639.86 17,904.48 5,055.55 385.49 4,887.43 2.309 0.005 0.798 1,183.1 59.97 60.08
15/06/17 0.480 146.64 0.299 0.076 0.169 0.000 0.254 0.160 123.65 1.134 139.37 20,219.27 1,633.70 17,935.74 5,064.88 383.74 4,967.90 2.317 0.000 0.808 1,179.0 59.92 60.27
15/06/18 0.435 147.05 0.280 0.074 0.169 0.000 0.254 0.155 122.86 1.136 139.81 19,990.82 1,616.66 18,115.84 5,132.95 384.22 4,785.36 2.335 0.000 0.808 1,204.2 60.45 60.56
15/06/19 0.420 147.19 0.271 0.074 0.169 0.000 0.254 0.160 123.12 1.135 139.33 20,174.24 1,631.01 18,015.95 5,117.00 385.59 4,478.36 2.258 0.000 0.752 1,204.0 59.61 59.98
15/06/22 0.425 147.14 0.271 0.073 0.169 0.000 0.254 0.160 123.12 1.134 139.40 20,428.19 1,648.61 18,119.78 5,153.97 394.25 休場 2.373 0.000 0.884 1,186.3 59.68 59.36
15/06/23 0.455 146.75 0.289 0.074 0.169 0.000 0.254 0.165 123.69 1.117 139.26 20,809.42 1,676.40 18,144.07 5,160.10 398.83 4,576.49 2.409 0.005 0.872 1,178.8 61.01 59.96
15/06/24 0.460 146.85 0.290 0.077 0.169 0.000 0.254 0.165 123.94 1.121 139.09 20,868.03 1,679.89 17,966.07 5,122.41 397.32 4,690.15 2.367 0.000 0.844 1,175.1 60.27 60.68
15/06/25 0.475 146.75 0.298 0.073 0.169 0.000 0.254 0.165 123.77 1.121 138.68 20,771.40 1,670.91 17,890.36 5,112.19 396.39 4,527.78 2.409 0.000 0.862 1,174.0 59.70 59.58
15/06/26 0.470 146.72 0.302 0.073 0.169 0.000 0.254 0.165 123.37 1.117 138.24 20,706.15 1,667.03 17,946.68 5,080.51 396.85 4,192.87 2.473 0.000 0.922 1,175.5 59.63 59.14
15/06/29 0.440 147.17 0.281 0.072 0.169 0.000 0.254 0.165 122.92 1.124 136.08 20,109.95 1,624.82 17,596.35 4,958.47 386.17 4,053.03 2.324 0.000 0.796 1,181.3 58.33 58.24
15/06/30 0.455 146.97 0.286 0.011 0.169 0.000 0.254 0.165 122.25 1.115 136.54 20,235.73 1,630.40 17,619.51 4,986.87 381.31 4,277.22 2.353 0.005 0.764 1,174.0 59.47 58.79
15/07/01 0.480 146.75 0.298 0.062 0.169 0.000 0.254 0.165 122.62 1.105 136.27 20,329.32 1,636.41 17,757.91 5,013.12 387.07 4,053.70 2.422 0.015 0.813 1,171.6 56.96 59.81
15/07/02 0.520 146.31 0.324 0.072 0.169 0.000 0.254 0.165 123.49 1.108 136.57 20,522.50 1,648.24 17,730.11 5,009.21 385.46 3,912.77 2.382 0.000 0.845 1,165.8 56.93 59.31
15/07/03 0.480 146.61 0.305 0.075 0.169 ▲ 0.004 0.254 0.165 123.16 1.111 136.73 20,539.79 1,652.09 休場 休場 383.42 3,686.92 2.382 0.000 0.791 休場 休場 58.35
15/07/06 0.465 146.86 0.290 0.075 0.169 ▲ 0.005 0.254 0.165 122.64 1.106 135.90 20,112.12 1,620.36 17,683.58 4,991.94 378.68 3,775.91 2.285 0.010 0.764 1,175.5 52.53 55.79
15/07/07 0.450 146.91 0.288 0.075 0.169 ▲ 0.005 0.254 0.160 122.73 1.101 135.08 20,376.59 1,637.23 17,776.91 4,997.46 372.74 3,727.13 2.258 0.010 0.643 1,154.9 52.33 54.25
15/07/08 0.415 147.35 0.265 0.075 0.169 ▲ 0.006 0.254 0.160 121.67 1.108 134.41 19,737.64 1,582.48 17,515.42 4,909.76 372.88 3,507.19 2.192 0.010 0.671 1,165.8 51.65 53.78
15/07/09 0.445 147.15 0.273 0.075 0.169 ▲ 0.006 0.254 0.160 121.31 1.104 133.88 19,855.50 1,579.89 17,548.62 4,922.40 381.06 3,709.33 2.321 0.010 0.719 1,161.5 52.78 55.54
15/07/10 0.435 147.23 0.269 0.076 0.169 ▲ 0.077 0.254 0.160 122.20 1.116 135.83 19,779.83 1,583.55 17,760.41 4,997.70 388.80 3,877.80 2.397 0.005 0.898 1,160.2 52.74 55.99
15/07/13 0.445 147.13 0.274 0.075 0.169 ▲ 0.077 0.254 0.160 123.33 1.100 136.87 20,089.77 1,613.51 17,977.68 5,071.51 396.46 3,970.39 2.454 ▲ 0.010 0.855 1,157.7 52.20 55.23
15/07/14 0.455 146.98 0.285 0.076 0.169 ▲ 0.077 0.254 0.165 123.46 1.101 135.73 20,385.33 1,638.71 18,053.58 5,104.89 398.30 3,924.49 2.401 0.005 0.837 1,155.7 53.04 54.55
15/07/15 0.450 147.02 0.285 0.076 0.169 ▲ 0.077 0.254 0.160 123.53 1.095 136.08 20,463.33 1,646.41 18,050.17 5,098.94 400.03 3,805.70 2.352 0.010 0.828 1,149.6 51.41 54.94
15/07/16 0.440 147.12 0.280 0.075 0.169 ▲ 0.077 0.254 0.165 123.93 1.088 135.08 20,600.12 1,660.83 18,120.25 5,163.18 405.43 3,823.18 2.350 0.015 0.833 1,146.0 50.91 54.23
15/07/17 0.420 147.32 0.272 0.074 0.169 ▲ 0.001 0.254 0.160 124.01 1.083 135.02 20,650.92 1,662.94 18,086.45 5,210.14 405.68 3,957.35 2.347 0.015 0.788 1,133.5 50.89 53.99
15/07/20 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 1.083 休場 休場 休場 18,100.41 5,218.86 406.80 3,992.11 2.372 0.020 0.762 1,108.2 50.15 53.79
15/07/21 0.420 147.39 0.269 0.076 0.169 ▲ 0.001 0.254 0.160 124.39 1.094 134.69 20,841.97 1,673.88 17,919.29 5,208.12 402.66 4,017.68 2.325 0.025 0.781 1,104.6 50.36 53.57
15/07/22 0.415 147.51 0.264 0.075 0.169 ▲ 0.001 0.254 0.165 123.75 1.093 135.48 20,593.67 1,655.37 17,851.04 5,171.77 400.28 4,026.05 2.324 0.031 0.747 1,092.6 49.19 53.45
15/07/23 0.410 147.45 0.264 0.076 0.169 ▲ 0.001 0.254 0.160 123.79 1.098 136.00 20,683.95 1,664.88 17,731.92 5,146.41 398.10 4,123.92 2.268 0.031 0.742 1,095.1 48.45

（資料）Bloombergより農中総研作成

長期金利 短期金利 外国為替 国内株価指数 海外株価指数 海外金利 その他
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